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	 ダイバータ板の熱負荷低減手法として，ダイバ

ータプラズマへのAr不純物ガス注入による放射
冷却がある．Ar不純物ガスがイオン化されコアへ
流入することにより，コアの温度が低下し核融合

反応が阻害される．核融合炉の定常運転のために

は，ダイバータプラズマにおけるAr不純物輸送の
理解と制御が重要である． 
	 本研究の目的は，直線型核融合装置GAMMA 
10/PDX[1]における実験[2]との比較により不純物
輸送コードIMPGYRO[3]コードの妥当性検証とAr
不純物輸送過程の理解を行うことである．これま

で，我々は2次元(2-D)流体コードLINDA[4](Linear 
Divertor Analysis)コードにより計算された背景プ
ラズマデータの下で，IMPGYROコードにより，
GAMMA 10/PDXエンドセル部におけるAr不純物
輸送解析を行ってきた．初期計算では，磁力線に

沿った熱力と摩擦力のバランスによりAr不純物
輸送は決定され，熱力が支配的であることを示唆

した[5]．今回，熱力がありとなしの場合について
の計算を行い，計算結果を比較することによって

不純物の上流への輸送メカニズムをさらに詳細

に検討した．尚，熱力および摩擦力については文

献[3,5]と同様，文献[6]の運動論的衝突モデルを
IMPGYROに実装している． 
	  Fig. 1に, 2-D全電荷(電荷Z=1〜18)Ar不純物イ
オン密度分布((a) 熱力・摩擦力あり, (b) 熱力なし，
摩擦力あり)を示した．密度は計算領域における 
 

 
密度の最大値により規格化した．熱力を考慮した

場合に，Ar不純物は熱力により上流方向に輸送さ
れた(Fig. 1 (a) 参照)．一方で，熱力なしの場合に
は，摩擦力により下流方向に輸送され(Fig. 1 (b) 
参照)，上流側への輸送量は著しく減少した．この
結果，”主として熱力がAr不純物の上流への輸送
メカニズムになっている”という文献[5]での理解
が正しいことが示された． 
	 また，今回の検討と並行して，LINDAコードに
より求めた電子密度及びIMPGYROコードにより
求めた不純物密度から，空間各点でのArからの放
射強度を計算するルーチンを作成し，実験との比

較を進めるための準備を進めている．今後，実験

との比較を行い，さらに詳細な妥当性検証と輸送

メカニズムの理解を行う．詳細は講演に譲る． 
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Fig. 1	 2-D全電荷(電荷Z=1〜18価)Ar不純物イオン密度分布: (a) 熱力・摩擦力あり, (b) 熱力なし，摩擦力あり． 


